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季刊 くらしと協同　2017 夏号（第 21号） 2017 年 6 月 25 日 発行

　気づけば今年も総会記念シンポジウムの時期となりました。くら
しと協同の研究所では、事務局スタッフが総入替えとなり、新メン
バーでスタートします。長年、一緒に仕事をさせていただいた、茨
木さん、長壁さん、大角さんには、温かく育てていただいて感謝で
いっぱいです。新メンバーには高木さん、杉さん、日笠さんがご着
任されました。研究所の伝統を引き継ぎつつ、読者のみなさまと新
たな一歩を踏み出せればと思っています。今後とも引き続きどうぞ
よろしくお願いします！（紗）
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表紙紋様「子持ち菱格子取り犀角詰め」 
この単純な形の菱文は縄文時代から使用されていた文様で、植物の菱
と結び付けられたのは後付けではないかと言われています。菱格子の
中に敷き詰められたトゲトゲは犀角文様と呼ばれます。中国では犀の
角は薬材として、また犀角杯など工芸品の材料として珍重されました。
仏教の法具８つを八宝というのに対し、珍重された物を 8つ集めて意
匠化したものを雑宝といい、その中には角杯が含まれています。日本
ではこうした吉祥文様を自由に組み合わせた宝尽くし文様が生れまし
たが、犀角は希少なため馴染みがなく、形のよく似た丁子と混同され
る事もあったようです。
 　　　　　   　　　　田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）
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2016 年 9月増刊号
2016.09.25 発行
第 24 回総会記念シンポジウム特集
地域再生と協同
～協同組合に何を期待するか

2015 冬号（第 15号）
2015.12.25 発行
特集
いま一度考えるごみ問題
争論
さらなるごみの減量化にむけて

2016 春号（第 16号）
2016.03.25 発行
特集
地域の拠点としての生協店舗
争論
地域とくらしを支える「店」とは？

2017 春号（第 20号）
2016.12.25 発行
特集
いま、農協はどうなっているのか？
～協同組合としての JAに学ぶ
争論
農協はどうなる、どうする？

2015 年 9月増刊号
2015.09.25 発行
第 23 回総会記念シンポジウム特集
超高齢化社会における暮らしと
まちづくりへの多様な接近
「地域包括ケア」と生活協同組合

2016 夏号（第 17号）
2016.06.25 発行
特集
大学生協の変遷と新たな可能性
争論
事業連合化における独自性を問う

2016 秋号（第 18号）
2016.09.25 発行
特集
事業における「協同」の多様性に学ぶ
争論
協同組合が地域「経済」に果たす役割の再検討

2016 冬号（第 19号）
2016.12.25 発行
特集
できることを活かすソーシャルインクルージョン
座談会
高齢化する生協組合員の実態～共同購入を中心に


